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V305a X線天文衛星XRISM搭載X線 CCD検出器 SXIにおけるフレームデータとノ
イズ性能の評価
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X線天文衛星XRISMに搭載している軟X線撮像装置Xtendの受光装置はX線CCD検出器 SXIである。2023
年 9月 7日のXRISMの打ち上げまでに、我々は複数回にわたる地上試験を行った。SXI のノイズ性能評価のた
め、非冷却時のフレームデータからぺデスタル信号の中心値および幅を算出し、トレンド管理をしてきた。2022
年 8月の軌道上環境を模擬して衛星搭載機器の動作を確認する衛星熱真空試験を行った際、ぺデスタル中心値と
幅がこれまでのトレンド値から変動していることが分かった。我々はこれらの値と SXIのハウスキーピングデー
タを用いて比較調査したところ、CCD温度などの環境温度と相関することがわかった。ぺデスタル中心値と環境
温度には負の相関、幅と環境温度には正の相関があった。2023年 10月に軌道上で取得したフレームデータから
ぺデスタル中心値と幅を算出した結果、地上試験と同等であり、ノイズ性能は打ち上げ前から変化していないこ
とを確認した。さらに、冷却状態のフレームデータについて同様のぺデスタル解析を行ったところ、地上試験と
同程度の値であることも確認した。本講演ではこれらの解析結果の詳細を報告する。


